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 1．はじめに

 　日本の伝統的な都市住居である町家は，一般には京町

 家を代表にあげることが多い。事実，最も長い歴史をも

 ち，その形式は歴史的に他地域にも大きな影響を与えて

 きた。少なくとも近畿及び西日本の近世町家は，京町家

 と同質の形式を備えている。すなわち，主屋全体を1つ

 の大棟で構成し，接道させ，内部は表に店を開き，裏へ

 とのびる通り土間に沿って居室を配する形式で共通する。

 この建築構成は，妻入・平入の違いや外観の地方色はあ

 るにせよ，西日本における町家の普遍的形式である文1)。

 　一方，関東から南東北地方の町家には，主屋妻面を表

 通りに向けつつも，通り土間をもたず外通路を主屋の脇

 に設け（外通路型文2)，そこから主屋へ平入りに入る形

 式や，その主屋の前面に棟を違えて店棟を接続させる形

 式（同地方に発達した土蔵造りの町家もこれに含まれ

 る）が見いだされる文3)。この町家形式は，近畿地方及

 び西日本の町家形式と比較すれば甚だ異質である。この

 種の町家形式が東日本に独自の地方形式であることは，

 すでに分布論的検討により明らかにしている文4)。

 　町家形式のこのような東西間の著しい地方差は，農家

 のそれと比較すればより顕著でありながら，あまり注目

 されることは少なかった。そんな中で宮本雅明・中川等

 両氏は，会津若松の町家を取り上げて，主屋（近在の農

 家と同様の平面をもつ）に店棟を付加した東日本に特有

 の町家形式が，定期市経済の存続を背景に，常設店舗の

 成立が西日本よりもかなり遅れたために成立した，と指

 摘する文5)。玉井哲雄氏も，京町家を始めとする京都型

 町家に対して，この種の町家を非京都型町家と呼び分け

 た上で，宮本・中川両氏の論考を引用しつつ，中世から

 近世初期にかけて一非常設店舗を取り込む形でこのような

 町家形態が形成されたとする文6)。市場商業との関係に

 着目したこれらの指摘は大筋で首肯されるものの，遺構
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 や史料の年代的制約もあって仮説的な推論に留めている。

 また，伊藤裕久氏も近世東日本における在方市町（在郷

 町）の空間形成から町家形成を論じて注目されるが文7)，

 町家の建築形式に対しては概念的な把握に留まり，具体

 的に描くには至らない。

 　すなわち，市店を主体とする市場経済の下で常設店舗

 を備えた町家建築がどのように成立したのか，具体的な

 形成過程については検討の余地を多く残している。

 　そこで本研究は，東日本に特有の町家形式の成立過程

 を実証的に解明することを目的とする。そのために，東

 日本」円の市場文書や絵図を収集し，これらを基礎史料

 として，近世市町の空間構成を明らかにするとともに，

 市町及び市町周辺における町家形成を具体的に把握する。

 さらに常設店舗の成立過程を間取り絵図や町家の遺構調

 査を通して建築史的に示したい。これにより，京町家あ

 るいはこの種の西日本的な町家を日本の伝統的な町家形

 式と安易にみなして，東日本を含む日本各地での町並保

 存や修景を行う際の一律のモデルとされることが少なか

 らずある現状に対して，日本列島の町家には東西間の差

 異を軸として地方形式が顕著に存在し，それは都市形成
 と密接な関係にあることを明確にしたい。

 2．市見世の構成と市立て空間の構造

 　まず，東日本各地における市場集落の空間構成を諸史

 料から復原的に検討する。盛岡藩士横川良助が19世紀前

 半に編集した『見聞随筆』には，盛岡城下町（女町）の

 元禄初期（17世紀末）の市場割が記されている（「女町

 市立之図」文8)図2－1）。盛岡城下では，成立期当初には

 常設店舗をもつ商人だけでは取引量が少なかったため，

 町商業の振興策として市を開き，これを奨励したとい

 う文9)。

 　絵図の中には「此通ハ見世下也」とあり，「八百屋」
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 図2－1 盛岡城下町「女町市立之図」（『岩手史叢』第六巻「見聞随筆」より）

 「両替」　「干肴」等の見世名がみえる。この前面には

 「堰」（側溝）とあるから，「見世下」は町家の軒下部分

 であろう。しかも，「見世下」部分の内側（町家側）に

 は「但し内迄用侯而」とあり，町家内部も市見世として

 用いたことが想定される。また，路上の記載「但堰向三

 尺より外ハ不相成侯」から，路上の内，側溝から3尺の

 部分より外側（通り側）の見世が禁じられ，側溝から3

 尺までの路上部分に市見世がおかれていたことが知られ

 る。さらに，路上中央にも「中見世捌売之人数居所，但

 表裏なし見世出申侯」「此幅四尺より外不相成侯」とあ

 り，中央の4尺幅の部分にも1列の「中見世」がおかれ

 いていた。

 　同様の例が，水戸城下町においてもみられる。水戸城

 下町（茨城県）の七軒町は古手（古着），太物（木綿

 布）の専売権が認められ，同町の六斎市市日には他町で

 の古手，太物売買が禁止されていた文10)。以下は，同町

 の市に関する宝暦4（1754）年の藩の布達である。

 　「七軒町江市日二在々ヨリ持来木綿類卸シ商仕侯者共，

 ひさし下或は内証向二罷在侯而致　商売侯者茂有之由，

 小売と違おろし売仕侯者ハ，相対を以問屋付仕侯歎，又

 ハ表店借置居所を相定，可致商売事」文11)

 　この史料から，七軒町の市日に在方からの出店商人に

 「ひさし下」「内証向」で商売する者が見いだせる。

 「内証向」の意味は不明だが，文面から町家内部であろ

 う。また史料では，卸売の場合は「表店」を借りるか

 「問屋付」の売買を命じているので，小売の場合には

 「ひさし下」への市見世の出店が認められていたと考え

 られる。

 　庇下の空間利用については，吉旧仲之氏による江戸の

 研究がある。氏は常設店舗である「表店」の庇下空間に

 て振売が小売を行う「前売＝店前売」が存在したことを

 明らかにし，本町，日本橋などの江プfの庇下空間が非常

 設的な店舗であったと指摘している文12)。こうした例も

 含めて，庇下空間が非常設的な売買の場として利用され

 る事例は広く各地にみられたのではないかと想像される。

 　信濃国小布施村（長野県小布施町）では，寛永2

 （1625）年以来六斎市（月6回の市）が開かれていた文13)。

 「高井郡小布施村市場割図」は，18世紀中期と考えられ

 るが文14)，高札場付近の路上に2列の市見世が並び，通

 り両側の町家前面にも幾つかの市見世が立つ様子がわか

 る（図2－2）。また，元禄6（1693）年の「小布施村市

 場売物出入裁定状」文15)には「前見世」の名がみえ，これ

 が図中の町家前面の市見世と対応すると思われる。さら

 に，この元禄裁定状の中には「内売買穀屋，塩屋，肴屋，

 茶屋，綿屋」などとあり，「内売買」という記載から，

 これらが店すなわち常設店舖であることも考えられる。

 ただし，これらが図中のどこに位置するかは不明である。

 店舗の中で「市日内見せ借」という記載が4件存在する。

 これらには「福原新旧」「北岡村」「羽場村」の記載があ

 ることから周辺農村の居住者による出店であることが確

 認でき，周辺農村の居住者が市日にのみ住居の内部空間

 を借りて市見此を開いていると理解できる。

 　要するに，小布施村の市見世にも，1．路上中央，2．

 町家前面の路上，3．町家内部（内見せ）の3形式が見

 いだせ，市見世は地域を越えた類型が認められるのであ

 る。この中で「内見世」という呼称に注目したい。内見
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 図2－2 「高井郡小布施村市場割図」（『長野県史』第八巻より）
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 世は各地の史料に見いだせる。1例を示せば，会津藩熊

 倉村（福島県喜多方市）の宝暦5（1755）年の史料には，

 「熊倉村米市之度毎商人入込，内見せ外見せ二而商売仕

 侯」文I6)とあり，米市の市店は「内見せ」と「外見せ」と

 に区別され，両者が共に「入込」商人による営業であっ

 たことがわかる。八幡山町（埼玉県児玉町）における嘉

 永4（1851）年の「市場出入済口証文」には，「内見世

 与唱ひ他所商人江見世を貸し又者庭見世与唱ひ中見世を

 張リ商ひい多し候儀ハ已来差止可申事」とあり文17)，内

 見世が市日に見世（常設店舗と考えられる）を他所の商

 人に貸すことを指していることが知れる。また，足利町

 （栃木県足利市）の安政6（1859）年の願書文18)には，「今

 般三市場之内敷居内見世之儀ハ，不残定見世御免二相成

 候趣承知仕侯」とあり，内見世が敷居の内に位置し，町

 家内部を指す店であることが確認できる。しかし，内見

 世はあくまでも市日に設けられる市見世の1形態であり，

 常設店舗，すなわち次に検討する「定見世」とは異なり，

 両者は区別して用いられていることも明らかとなる。

 3．定（常）見世の存在形態

 　出羽国谷地本郷（山形県河北町）の宝暦12（1762）年

 史料には，「定見世懸見世並内見世より外二差置間敷

 侯」と「懸見世」「内見世」に加えて「定見世」の呼称

 が用いられる文19)。下総国佐原村（千葉県佐原市）の寛

 保元（1741）年の史料には，「常店之者共市立テ不申日

 も相磨之商責仕来申侯所二（以下略）」とあり文20)，「常

 店」が常設的な店舗（＝町家内部であろう）であること

 がわかる。

 　下総国本石下村（茨城県石下町）は近世を通じて六斎

 市が開かれた市町である。同村の市の様子を知る天保14

 （1843）年の「本石下村市場商人渡世向調帳」（以下「渡

 世向調帳」）は，市日に出店される見世を書き上げたも

 ので，商売品目と出店者の居住地が記載されている文21)。

 また同年の「本石下村市場議定」（以下「議定」）は，市

 場についての取り決めを記した市定めである文22)。「議

 定」には，「銘々屋敷地先え村内井他村商人共参り見世

 掛侯節，地代店賃杯請取不申万事実意二世話致遣可申

 事」とあり，これより本石下村の市日には，屋敷前面に

 商人の見世掛けが行われたことがわかる。また，同史料

 には「市日之節市場之外ハ内商仕問敷侯事」とあること

 から，「内商」を行う，すなわち常設店舗の存在と，市

 日には市場以外の常設店舗はその営業が規制されていた

 ことがわかる。

 　資料3－1は「渡世向調帳」の記載の一部である。

 　本石下村の市場は「愛宕山権現」の西側，東側，裏側

 に区分され，「渡世向調帳」からは「三郎兵衛」「伝左衛

 門」など屋敷主の各屋敷の地先に商人が見世掛けしてい

 ることがわかる。「西原」「上石下」は本石下村周辺の集

 愛宕山大権現
 　西側
 　　三郎兵衛
 　」　あま酒　　　　　　西原　　平七
 　〆
 　同
 　　伝左衛門
 　一　青物　　　　　　居見世　同人
 　　　にこり
 　」　にこり　　　　　西原　　五左衛門
 　一　まんちう　　　　同　　　広吉
 　一　にこり　　　　　上石下　伝六
 　〆

 資料3－1「渡世向調帳」（一部）

 落名なので，「三郎兵衛」の屋敷地には西原集落の「平

 七」が見世を開いていることになる。「伝左衛門」屋敷

 の4軒の見世には「居見世」が含まれ，屋敷主自身店を

 出していることもわかる。同史料から市見世を書き上げ

 た（表3－1）。表中「居見世」が17件現れる（玄法庵を

 除く）。その出店者が屋敷主以外の場合は，他の商人が

 「居見世」を「店借」していることになる。つまり，

 「居見世」は屋敷主の出店ではなく，屋敷内の常設的な

 店と解釈すべきで，「議定」にみる「内商」と同義と考

 えられる。また，表中に「平十郎」屋敷に「荒物」の見

 世を張る「新石下油店　園吉」の存在は，「議定」が定め

 る，市日における他町での「内商」（常設店舗営業）の営

 業規制と対応し，他集落に常設店舗をもつ商人油屋）が

 本石下村の市に仮設的な店舗を開いたものと推察される。

 　以上のことから，本石下村の市を構成する商人は，常

 表3－1本石下村市見世一覧（天保14年，1843）

 　　　　（「本石下村市場商人渡世向調帳」より）

 五宕大桁現　西側  亘宕大価現　束側 L
 屋螂主 両人屠住地■名而 両売内容 屋■主 両人屠佳地■名而 面売内容 ■  皿 三郎兵蘭 西原 平七 あま酒  田八郎 居見世 民蔵 たはこ 1

 ［  1　■　　　1　皿 居見世 柵助 肴や 伝左莇門 居見世 同人 青物、にこり 西原 五左衙111 にこり  八まん 中石下店侑 友吉 肚立物 西原 広吉 まんちう  西原 辰産 木禰劃 上石下 伝六 にこり  皿 1　　一　■　阯　L ■  ■　　　■ 弥右衙門 層見世  下太 小左砧門 属見世 伺人 青物、豆晒  ■　　　　■　1　』 上石下 直右庸門 居酒  獺兵輌 屠見世 伺人 1ニニり 向石下 吉兵竈 青物  上石下 利右衙門 わた、般物
 唖兵藺 中石下 小兵蘭 穀物、わた 利兵蘭 小保」1l 伝吉 かこ、鵬手
 長左刷一『 西原 孫左蘭門 からし  百左竈門 羽子村 □五郎 香貝
 伊兵竈 届見世  向石下 宮次 居酒 破物  ■  1　L　　■ 皿 弥兵o 屠見世  帖兵砧 止螂 百五郎 青物 穀物  三坂 眉蘭 魚鋏
 玄法o 居見胆 太術  上螂 仙吉 冒物 にこり 居見世 幸助  斬石下 栄作 煎物 古金 居見世 与五左衙門 口句  伝右靹門 同人 川はた 短左研『 水汕  髪着

 蛎石下 文平  吉沢村 、兵o 顛物  雌手、ほうき 新石下 、十松 斬石下 庄左訂門  叙筍 金物  ■
 L

 宮田 庄吉 金物  平左蘭門  司人 湯屋、泊屋
 蔓師繭  新石下 善兵莇 屠見世 ■右蘭門  古着物、万石 1＝こり  新石下 栄次 うら 庄右日門  とうみ、脂続憲 魚売  中石下 冊右蘭門 足壇、はらかけ 新石下 栄吉 魚売  属見世 平右衙門 二こり 問膣 ■右衙門 栴  武右臼門 居見世 久右螂門  からし 居見世 同人 たはこ 大厨村 政次 口物 ■原村 武平太 ＝こり 上螂 忠助 青伽 断石下 金次郎 魚憲  憂宕大“現　コ
 喜兵o 大房村 利兵鐵 ○物籏  屋o主 面人屠住地■名而 両売内容

 内沼村 幸右日門 生か 1、保川村 左兵o 古着  帷木村 慶五郎 あめ
 三坂村  I　　皿　■　■ 太十 眠手拭 加口 七左o門 かかみ研 仙助 居見世  小固物覇、典舛
 加口 四郎右研『  』　　』　　⊥　］ かかみ研 新石下 巳之助 まんちう 弥右口門 猛石下 定吉 まんちう
 帖木 η助 手柵．鵬手覇 貝野原 六匝 にこり

 ■ 平十郎 屠見世 同人 古金  左平太 中石下 係兵衙 まんちう
 新石下 万作 木棉、小固勒  斬石下 小次郎 あけ物
 新石下 蚊蔵 jはこ  居見世 喜右日門 泊り屋

 1　　　　　　■ ■　■  L 新石下汕店 口吉 荒物  竈兵衙 皆棄村 金左砺門 ■　　■　　　　　■　■  木欄、紙覇 ■　■　　L 五郎左冊11 届見肚 旺左閉1『 酒．吸物  屠見世 金直 に二り o 回子山  ■　止 掠七 二こり、青物 西原 竈左舳『 かし  久兵衛 上石下 与右衙門
 中石下村 一右汀門 ’こり  上石下 作右衙門
 吉択村 忙兵蘭 するめうり  斬石下 小次郎
 東野原村 久窟 背物  新石下 彦兵汀 三坂村 血兵靹

 落し1
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 設店舗（＝居見世）を営業する家持や店借の商人に加え

 て，周辺集落の市場商人による市見世（＝農間商渡世）

 で構成されること。全出店数83軒の内，市見世（非常設

 店舗・周辺農村の居住者）が64軒を占め，本来の町並を

 形成する居見世（常設店舗）は17軒にすぎないこと，が

 知られた。在方の市町では，江戸末期においても商業活

 動の主体はなお市見世が占めていたことになる。

 　なお，市見世の出店者が市町内に定着している事例も

 ある。安政6（1859）年下野国足利町（栃木県足利市）

 では「裏借家にて其地先へ日々罷出井に六斎に罷出侯」

 とあり文23)町内の裏借家に居住し，地先での商売や市

 への出店を専らとする小商人の存在が確認できる。市店

 などへの出店の専業化の例であり，市場経済が幕末も依

 然隆盛であり，専業的な市場商人の集積のほどが窺える。

 4．市目における定見世の営業規制と営業形態

 　では，市見世を主体とする市町において，常設店舗で

 ある定（常）見世は市見世とどのような関係にあるのか。

 常陸国野口村の元禄5（1692）年の「野口村市淀連判

 帳」には「常見せ棚余町市日ハ上蔀開於家内可商売，相

 背下蔀迄開侯歎於外商売侯ハ〃，為過代青銅三拾疋可出

 之事」とある文24)，すなわち野口村の他市（「余町」）の

 市日にて，「常見せ」は上蔀のみを開けて家内で商売す

 ることとされ，下蔀を開けたり屋外での売買は禁じられ

 ていたことがわかる。信濃国笹平村（長野市）の元禄7

 （1694）年の市場出入りの証文にも，「上市日ニハ下町二

 て見せ下しとめおろし，下市日ニハト町二て見此下しと

 めおろし，市場二て商売仕筈二相定立来り申侯」とあ

 り文25)，相手方の市日には下蔀を閉じること，売買は市

 場に出て行うことが定められていた。

 　会津藩領高田村（福島県会津高田町）でも，宝暦5

 （1755）年「宝暦年中市場之儀二付被仰渡御堅書之写一

 では，「市場二無之場所之見世持共者上蔀計壱間明ケ置，

 一切商売物仕間敷事」とあり文26)，市日に当たらない場

 合は，見世の戸は上蔀を一問い間分だけ開けることになって

 おり，商売は一切禁じられている。

 　下総国佐原村（千葉県佐原市）は，銚子から利根川を

 上る水運の江戸方面への積替え基地として栄えた市町で

 ある。前節でも一部取り上げた寛保元（1741）年の市場

 出入りに関する史料から，同村における市日の「常店」

 営業が市場争論の原因となる様子がみえる文27)。

 （一）　「右御文言二市日立，前々宿之外脇二て商人萱人

 も付申間鋪（中略）依之．上二宿組市口之節は，下宿，横宿

 河岸通之常店は戸をさ〃せられ，壷銭之商責も不相成

 侯」

 　（二）　「常店之者共市立テ不中Hも相鷹之商費仕来申侯

 所二，市日と申侯えは右之趣を以戸をさ・せられ，常店

 二て壼銭之商責仕侯ても，押込殴込寳物奪取，喧嘩口論

 及敷度，徳屠責買難成至極難義仕二より，正徳年中上宿

 名主七右衛門，古名主権之丞以相談，大店ハ鋸三百文，

 小店ハ百文五拾文ツ〃，壼ケ年見世賃となそらへ為差出，

 平市二仕常兇此商實仕侯所（後略）」

 　佐原村は六斎市をもち，上・中・下宿の三町で，月に

 2回ずつ市を開催した。（一）からは，下宿，横宿，河

 岸通に「常店」がみられること，市の規定のために上宿

 の市日に下宿，横宿，河岸通の常店が営業できないこと

 がわかる。（二）では，常店がこれまで市日以外に営業

 を行ってきたことがわかるとともに，市日に少しでも営

 業した場合は「押込殴込責物奪取」等の妨害を受けたこ

 とが記されている。このため正徳年間（1711～1715）に

 名主が相談の上，常店より見世賃を払うことを条件に市

 日営業を認めることになったという。この史料は，この

 見世賃の廃止を要望する趣旨のものである。

 　こうした事例から，常店が市日以外（平日）に営業し

 ていたこと。常店は，市日では市見世と同様の扱いを受

 け，市日に相当しない地区の常店は営業できず，本来市

 場ではない地区の常店については，市日の営業は全く認

 められていないことが知れる。しかし，こうした争論の

 繰り返しは，市場側の抵抗にも関わらず，市場外の常店

 の市日営業が恒常化しつつあったことを物語っていよう。

 　これ以外にも，市日における定見世への営業規制は，

 各地の史料に現れる（表4－1）。この表からは，17世紀

 末には東日本の各地の市町に定見世という呼称を見いだ

 すことができ，少なくともこの時期，常設的な店舗施設

 をもった町家が成立していたことがわかる。しかしなが

 ら，東日本各地では，定見世の成立によって，すぐさま

 常設店舗商業へと移行したわけではなく，その後も定期

 市が重要な商業形態として存続したことは，前節で検討

 した天保14（1843）年当時の下総国本石下村の「渡世向

 調帳」などからも明らかである。定見世は市ではむしろ

 異質な存在であり，市側としばし衝突が生じたことが諸

 史料から知りえた。定見世はこうした市の支配に反発，

 時に妥協しつつも，営業の既成事実を積み重ねることで，

 市の商業機能を次第に奪っていったと考えられる。

 5．農村部における町場と町家の形成

 　幕藩体制下の商業政策は商農分離を基本とするために，

 農村部での商業活動を抑制するとともに，城下町商業に

 特権を与え領内の商工業の統制を図ろうとした。しかし，

 18世紀後半以降，手工業技術の発展を背景に農村部への

 商品生産の外延化が急速に進展することで，新たな商品

 流通や市場が形成され，在方の商人や農間小売商（農問

 商渡世）が出現し，都市に接続する農村部に町並（町続

 き）が新たに作られた文28)。町続きの発展は，町方に対

 して税負担が軽く，農村消費者と城下町との地理的中間

 点に立地する地理的有利性によるが，結果，既存の町方
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表4－1 市における定（常）見世に対する営業規制一覧

埼玉　与野町　　1686
菓京　八王子町　1688
沃城　野口村　　1692
畏野　小布施村　1693
長”笹平村　　169一
新洞　○囲町　　1695
栃木　虚沼宿　　1746
千薫　佐原村　　17仙
沃械　水戸町　　1754

椙＾　高田町　　1755
山形　谷地本郷　1762
新洞　見附町　　1807
群馬前杷町　1752

畏野　大門町　　1835
沃城　本石下村　1843
群．鳥　桐生本町　工843
崎玉　八O山町　1851
栃木　足利町　　1859
岩手　盛岡町　　＊
山形　米沢町　　非

名称
定見9
定棚
常見せ
吸圓等
定見せ
定見世
層見世
常店
表店

見世持
定見世
（層宅）
問屋
本見世
層見世
定見世
自宅之者
定見世
見せ店
常店

規制内容
市目も通常遍り営業可能
他の市日には市に見世を出す
上蔀開圭豪内で繭売
（下蔀を開け外商売は不可）
争蛤の結稟一部繭晶を除き営簑可
下蘭を上げ商売しない
（一部藺品営業可）
導売晶目有（実膓1は平目も営簑）
戸を閉ざし簡売不可

上蔀一一悶朗き繭売は不司

米雑吸問屋、煙尊問屋の市間営簑
願い
市目の本見世の差し障りになるた
め笈見世は道の中央で営業
市日に「内繭」は不司
他所商人に定見世を貸さない旨の
触o
畠宅之者は市場で繭売
市撹する者は「家」で商売不可

原文内容
定見）店売者其通二可仕候箏
定棚之者市場へ出司申手形取習之申候．然所二八帽宿、八木宿、櫨
町定棚之二市蜴へも不冊出、其場所二而商売仕侯
鴬見せ棚余町市日ハ上部眺於家内可簡売、椙背き下蔀迄開侯欣於外
商売侯ハ為過代青飼三拾疋可出之箏
内売買胆圓、壇圓、肴屋、茶團、胴屋先規之遍無幻指引仕侯

上市目ニハ下固了二て見せ下しとめおろし下市目ニハ上町ニテ見せ下
しとめおろし／前市二て無之方者しとめの外へ商売物一切出間吸侯
定見世之讐ハ古来之遍市場二而無之所も不著箏
市目二は奇商人屠附侯商人共二品択之通相守、勿胎互二屠見世ニハ
妻子等差□、晶沢之品々ハ持出繭侯桜二いたし（後略）
上宿組市目之節は、下宿、櫨宿河岸遍之常店は戸をさ〃せられ1籔
之繭口も不相成侯
七軒町市日二在々市目　持来ル木綿穎卸シ商仕侯者共（中略）小売
と辺おろし売仕侯者ハ相対を以問屋付仕侯籔又ハ表店借口
市娚二無之幻所之見世持共者上蔀叶壱間明ケロー切商売物仕間以箏
定見世胆見世並内見世より外二蔓口間吸侯
市日二相成侯而も売買之像層宅二而者仕兼（後略）
市目；十賑イ間二者遍用殊之外無数、依之御願申上候者米雌吸問圓井
（中略）多童扮問團右両撒被為仰付被下に皮奉願上侯
遅見世両側家屠前江差出侯故、本見世簡之故障二相成候、以来市目
毎町中央江進見世差出し繭仕度奉在侯
屠見世／市目之節市娼之外ハ内繭仕間吸侯箏
糸圓、ふる着屋、太物園、八百屋、肴匿、右紅世致侯商人六斎冊越
侯者市蜴江相立串侯（中略）定見世決而かし申間吸侯
内見世井自宅之者共双方炎市場江暗品持出し口買仕侯
籔居内見世之侵ハ不残定見世御免二相成侯趣景知仕侯
市目ニハ市胆致侯者は家々二而見せ店張展簑御法度不残市へ椙出家
の商売衡菱留　巾元禄初鰯
当秋之日市と名付第一吸物を商本と｛士、常店之外諸ミセ小圓”を掛
ホ寛延～天保年間（i748～18“）

出典
r与野市史・中近世史料獺」（］982）p867
r八王子市史・下巻」（1967）p57i
r茨城県史料・近世杜会経済蜴w」（1993）
P281
『畏野県史・近世史料編　第八巻（二）
（北信地方）」（1976）p662
r畏野県史・近世史料用　第七巻（二）
（北信地方）」（1981）p340
r8田の歴史・資料編」（ユ990）
『栃木県史・史料傷（近世一）」（1974）
P540
『千藁県史料・近世H　下総国・上」
（1958）PlOO
茨城大学付口図■蛇r茨城大挙付口図○的
螂土史料双，一（一）茨城大学付口図■値饒
水戸下市御用留（一）」（1991）p7
r会津高田町史・纂3巻　近世（資料紀n）
（1995）p571
r河北町誌編箒資料編・第6巻」（1958）p13
r見附市史史料1j（1981）p267
r前橘市史・第三巻」（1975）p120
『長野県史・近世史料編　第七巻（二）
（北信地方）」（1981）p73i
『茨城県史料・近世社会経演欄1」（1971）
P349
『群馬県史・資料編i5　近世7」（1988）p642

r児玉町史・近世資料編」（1990）p492
r栃木県史・史料蜴（近世五）」（1979）p500
r盛岡市史・第三巻」（1979）p17
r山形県史・近世讐料！」（19？6）p808

商業の衰退をまねき文29)，町方と町続きとの対立構造を

生み出す要因にもなっていた30)。以下，近世後期以降

の町続きなど本来の町場以外の地域における町場形成と，

常設店舗を構える町家の形成過程を明らかにしたい。

　信濃国上田城下町（長野県上田市）の宝暦12（1762）年

の「在町商物一件留」には，「近来上田町続往来町並二

罷在侯百姓，市町同様二暖簾掛又者店商致二付，自然与

市場商売二も相障侯趣相聞侯」文31)とあり，城下の町続き

の村方で暖簾掛けをし商売を行う百姓家の様子が窺える。

この史料は，上田城下町の商人らが，百姓家の商売行為

と暖簾掛けの家作行為を槍玉にあげ，城下の市商売に差

し障ると，藩に対して差し止めを願い出たものである。

　信濃国高遠町(長野県）近郊の各村においても同様の

例が見いだせる。「農民之本体を失ひ耕作を賎しみ龍中，

入野谷，藤沢，春近郷近頃振売古手商人果多敷有之兼々申

渡置捷を相破り廓を出し家名を唱へ店売致し或は他国よ

り多数仕入物等いたし全く町家同様に取扱作間渡世を致

申立」（文政6（1823）年頃）文32)とあり，これら村々で

「廓」を出し「家名を唱へ」すなわち暖簾や看板を立て

た店売りが「町家同様」とみなされている。

　信濃国稲荷山町（長野県更埴市）の「乍恐以口上書奉

願上侯」（幕末期）には，次のようにある。「近来御料所

御私領所不限在村々山中村々百姓家二至迄耕作之外二諸

商ひ仕侯様二罷成侯二付，當宿方におゐて者弥以商人多

分罷成，三四拾ケ年迄ハ表を塗家二致置侯者茂追〃壁取

沸商家二取繕諸商売専渡世仕侯」文33）。すなわち，3～40

年前までは，表を「塗家」すなわち壁で閉ざしていた農

家が，壁を取り払って商家に改造されたことがわかる。

　また，越後国一之木戸村（新潟県三条市）では，市町

である三条町に隣接する農村であるにもかかわらず商売

を行う者が目立ち，天明元（1781）年以来，三条町との

間で争論が続いた。嘉永6（1853）年，争論は決着し，

品目を限って商売が認められることになった文34)。以下

は，同年の史料である。「一之木戸村之者共ハ田地を潰

し商家を取建，又者町名等相唱侯儀者，前々御触之趣も

有之妾不相当二有之」「今更一之木戸村二而御裁許以来

建増侯家居者不残庇取払，農家造二引直シ稼方之儀も草

履，草軽以下拾五ケ条等之類与有之侯上者，右品二限り

其余之商稼差止度与之申者不都合二有之」文35)。

　すなわち，同村では田地に「商家」を建て町名を唱え

ていたが，これが禁じられ，先年の裁許以後に新築され

た「商家」については，家の庇を取り払い「農家造」に

直すことが取り決められている。ここでは「農家造」と

は庇の無い建物を指し，庇の存在が「町家」として認識

されていたことがわかり，「農家造」の住居に庇を差し

掛けて商売をしていた状況が推察される。

　こうした市場と町続きや村方との争論・争議は各地の

史料にみることができる（表5－1）。同表から，村方に

おける家作や商売の例が18世紀半ば以降顕著に増加し，

安藤精一氏ら先学の指摘と符合することがわかる。また，

家作の場所として「道端」や「往来道際」などと記され，

道に接して店を増築する様子が推察される。このような

通りに面して店をもつ家作に対して，同表からは「町場

同様に家作」（新潟県下興田新町，1777）を始め，「町屋

家作」（新潟県桂村，1778），「町方作り之家」（新潟県袋

津村，1846）などと，様々に呼んでいることがわかる。

このような状況をさらに検討してみたい。

　会津藩永井野村（福島県会津高田町）は村方で，市を

もつ高田村の隣村であった。ところが，永井野村内で店

商売を行う者が目立つため，高田村との間で市場争論が

発生した。文政5（1822）年「文政元寅年以来諸商売方

之義二付永井之村より申出侯廉々御尋二付答書」には，
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 永井野村の店商売の様子が次のようにある文36)。

 　　「永井野村二而ハ近来飴，菓子，饅頭共二勝手二渡世

 仕侯」「諸問屋，升秤目之商売，市場之外古来より御停

 止之趣を以，文化十四丑年改而一統江御触面も御座侯処，

 永井野村二而ハ諸事自由二仕罷在中侯」「永井野村二而

 近来外小屋を掛ケ，市場同様之商売仕侯，勿論盆暮ニハ

 作園物其外往来江取灘商売仕侯」

 　　これによれば，同村では菓子・饅頭など小商いに留ま

 らず諸々の問屋も存在し，その家作は「外小屋」すなわ

 ち主屋の外に店を設けて市店さながらの営業活動を行っ

 ていたと述べている。さらに，同史料には永井野村の家

 作の様子が通りの東西に分けて記載され，東側分13軒，

 西側分は中途欠文ながら6軒が確認される（表5－2）。

 これより同村の大方の家について，世帯．主名・家作の内

 容・家作の時期・世帯主の前居住地などを知ることがで

 きる。

 　　まず，家作は文政5年から遡り50年程以前からみえ，

 店商売の開始は過去10年間以内に顕著になる。すなわち，

 同村では18世紀後半より農間商渡世が現れ，19世紀始め

 以降その傾向が顕著になることが確認される、

 　家作内容は，具体的な記述例を以下に書き上げる。

 　　「市郎有衛門，此者元屋敷寅松と申者二而弐拾問計後

 二御座侯処，去々年中往来之際へ新屋敷を築，家作仕商

 売仕侯」「忠右衛門，（中略），新家作仕侯者二而鹿蔵と

 申者先祖，両人より次第二永井野村家数増長仕侯由老人

 共物語仕侯，尤忠右衛門家宅ハ道より二間計引込罷在申

 処，当年新二普請仕，道端へ店張出シ広商売仕侯」「兵

 七，此者元屋敷先年売払侯者二御座侯所，去年中町並よ

 り引込侯家へ建継、新店差出，あら物，小間物其外品々

 商売仕侯」。

 　　まず，市郎右衛門の家は，元来往来から約20間下がっ

 た位置に建っていたが，文政5年の2年前に往来の際に

 新築し商売を始めている。忠右衛門の家は，道より約2

 間引き込んだ位置にあったが，この年（文政5年）に道

 端へ店を増築し商売を始めたという。兵七も同様に，前

 年に通りより引き込んだ家へ新たに店を「建継」いだ様

 子が窺える。また，往来を「町並」と呼んでいることか

 ら，当時すでに少なからぬ店が連なる状況が推察できる。

 　忠右衛門の場合は，道から主屋までの奥行約2間の間

 に店を建て増した。兵七の例でも，本来道から後退して

 表5－1 市場と町続き，村方との市場争論事例

 ■　’　凹　… 村名  訴え方 年代 分類  原文内容

 新潟 高山村 ○田町 1E97 長屋  長屋壱軒只今高」」分二仕度と申し（中略）町家願侯
 群馬 川原宿 渋川村 1715 屠棚  屠棚二而少々売買／耕作之闇二者（中略）諸色見世二而売買
 福島 艮屋村他 小荒井村 1739 しとみ 上Lとみの臼者不残明ケロ．

 群．馬 原町町外 原町 1745 畑に家作 畑二住居仕侯上二．店之者共差口我侭仕申侯
 長野 壌尻村他 上田町 ユ762 暖口勘 町並二促在侯百姓市町同様二竈掛又者店商致侯（後略）
 新潟 千手町村 艮岡町 H66 小見世出し 小見世出し市瓜刑商を以象内渡世仕侯者過分人敷．
 新潟 下貝田新田 続発田町 1η7 町場同様家 百姓象町蜴同様に家作いたし（中略〕市場同様に売買いたし

 作
 新潟 桂村  能生町 1η8 新町慶象作 新町屋象作を蔓（後略）
 埼玉 大塚村 小川村 17呂8 迫筋へ象作 道筋江新規二年々象作／諸色商人市立侯商人迄引駒（松略）
 新洞 上条村 加茂町 1ε08 見世貸商 市蜴江持出侯藺もの，近来上条村二而蓬留．見世貸商（致略
 新渇 漬川村 （村魎） 1814 別柳幻纂 富平並二居屋敗内共二別椋相立侯共（後略）
 褐口 永井野村 高田村 1呂22 道端へ幻築 外小屋を掛ケ／道端へ店張出広商売仕（後略）
 新渇 川治村 上野村 1昌22 E1除雨おい 小慶閨ケ同梯日除雨おい致し諸方商人共江貸渡（後略〕
 長野 伽中村他 高遺町 1筥23 廓．家名 螂を出し家名を唱へ店売教し（中略〕町家同様に取扱（後酪
 畏野 蛎田町近郊 飯田町 1828 辿筋へ家作 村々道端二象ヲ簑．衡城下繭売ヲウパイ．店ヲ出シ（後略）
 栃木 平柳村新田 栃木町 1845 貸長園 新規問目／煮売茶屋等追々出来／貸長屋追々取立（後略）
 新潟 袋淳村 Q田町 1846 圃I方作り 往来辿際畑方へ町方作り之家新規相建侵
 埼玉 児玉村 八6山町 1851 店先で商売 見世先往来二而（中略）人寄貝似藁商ひい多し〔後略）
 新潟 一之木戸村 三条町 1853 庇  凄増侯家居者不残庇取払．口象造二弓1薗シ（後略）
 新潟 田“村 三条町 1853 新家象作 新家取建絹布，蔓其外，看繭稼をもいたし（後略）
 新潟 吉沢村 五泉町 1856 鴬店  五泉常市同棚．銘々常店を差出し商ひのみ相稼〔後略）

 屠棚二而少々売買／耕作之闇二者（中略）諸色見世二而売買

 百姓象町蜴同様に家作いたし（中略〕市場同様に売買いたし

 見世貸商（致略

 螂を出し家名を唱へ店売教し（中略〕町家同様に取扱（後酪

 出典
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 　　　　　　　　　表5－2永井野村の家作状況一覧（文政5年，1822）

 （「文政元寅年以来諸商売方之義二付永井之村より申出侯廉々御尋二付答書」より）

 世帯主名
 （貫側）
 ■八
 庄兵術
 讐助
 門三郎
 独兵術
 忠右術門

 栄助
 民右術門
 治右術門
 鹿画
 市郎右術門
 弟八
 弥平治

 （西側）
 氾松
 熊竈
 兵七

 喜左術門
 伊右術門
 畳竈

 口藁内容

 田地の中へ新規家作
 蛎臼以へ豪作
 派規家作
 前口層口へ大工が借宅し、商売
 新規家作
 辿増へ店を刈纂
 往来の際へ店を新築
 田地のφへ折規象作し．染屋藺売
 田地を員取り家作．荒物等繭売

 新規象作
 往来の膓へ新規家作し．藺売
 新圓吸へ象作し．酒造を鵬始
 新観豪作

 村端へ新規家作
 道側へ店を幻築し．荒物等商発

 店商売を閑始
 田地の中へ新規家作し．商売
 田地の中へ新規象作し．聰子繭売
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 建つ主屋に店を建て継ぐ，すなわち接続して増築した。

 市郎右衛門の家では，往来から約20間と遠いことから，

 商売のために道際に新たに屋敷を構えて家作するなど，

 それぞれに店を家作する経緯が史料から明確になる。

 　要するに，忠右衛門や兵七の例は，主屋の表側に店を

 後補的に付加するという，村方あるいは町続きにおける

 町家の成立過程の一端を直接に物語っている。市郎右衛

 門の例からは，通りに接して新規に店舗を備えた主屋

 （町家）を家作する事例として注目される。

 　以上，18世紀後半以降，各地の町続きの農村部では，

 往来に沿って店部分を農家の主屋に新規に付加したり，

 農家を改造して常設店舗を設けることで町家化する例が

 多く見いだされ，町場が新たに形作られたことを各地の

 史料から明らかにした。このような町続きにおける新た

 な町場形成は，17世紀前半にはすでに常設店舗をもつ町

 家が存在していた城下町や市町など本来的な町場に対し

 て，城下町や市町に限定されていた町家あるいは町家的

 な機能が農村部へと拡張されたことを示し，成立時期は

 甚だ遅いものの，町家形成の一端として注目される。

 6．市町における常設店舗の設置状況

 　本節では，市町における常設店舗の存在形態と町家形

 式の実態を，絵図史料からより具体的に検討する。その

 ために，市町の例として信濃国原村（現長野市南原地

 区）を取り上げ，絵図史料から，幕末期の家屋の平面プ

 ランを採取し，その中で店の設置状況に注目した。

 　原村は松代藩に属し，正保期以前と考えられる同藩の

 史料に六斎市として「原町」の名がみえ文37)，藩から在方

 市町として認められていたと考えられる。原村の成立時

 期は明らかでないが，天文23（1554）年の川中島の合戦を

 描いたとされる『川中島合戦屏風』（和歌山県本）には，

 その名がみえる。この屏風は寛文年間の制作ではあるが，

 中世末にはすでに集落が成立していたと考えてよかろう。

 　慶長16（1611）年以降，北国街道の改修により街道は

 集落内をほぼ南北に走り，原村は街道に面した「間の

 宿」の街村集落として発達した。

 　近世原村の町並を復原するために，宿割図と「往来左

 右家別絵図」（写真6－1，以下「家別絵図」と呼ぶ）を

 用いた。両史料は年記を欠くが，他史料との比較から文

 r1滋・ム灘・

 ｛一川’「　　　　　　　　　　　，一・…・ 　　～’‘

 写真6－1　信犯国原村における住居平面箏例

 　　　　（文久年間「往来左右家別絵図」より）

 久年問の作成と考えられる文38)。「家別絵図」は，原村の

 70軒分の家屋間取図であり，本陣を除く村内全ての家屋

 を網羅している。後述の遺構調査の間取りと対照してよ

 く符合することから，「家別絵図」の記載は，当時の家

 屋の間取りを示す信頼性の高い史料と判断される。

 　本稿では，70軒の内，往来に面しかつ位置の特定され

 る，街道西側分35軒，東側分28軒の計63軒を対象とした。

 これら住居の各間取りについて，絵図中の寸法表示に沿

 って図面化した文39)（図6－1）。以下，この図に沿って店

 の間を中心に同村の町並構成を検討した。

 ／　L＿

 ●
 頸

 ●
 汗

 四

 唾

 『

 　　　　～

 　　　　　　　　　　　　　　●　ミセ
 図6－1原村の家屋配置復原図（部分）

 　　　（文久年間「往来左右家別絵図」より作図）

 　まず，主屋の配置は，往来に対して桁方向を直行させ

 （妻面を往来に向ける），かつ北側に寄せて南に間隔を

 とる。すなわち，主屋南庭に外通路が設けられ，主屋内

 には通り土間は設けないのが基本的な形態である。よっ

 て，往来に主屋の妻側を向けつつも，平入形式となる。

 　平面は多様だが，往来側（表側）に座敷と店を配し，

 裏手にカッテ土間をとる形式が多い。この平面構成は，

 店を除けば当地方の農家平面の典型であり，同村の民家

 も農家平面を基本とすることが理解される。

 　さて，絵図中「見世」の記載がある家屋は23軒。間取

 りから明らかに店と判断される4例を合わせると27軒で

 ある。すなわち，店をもつ民家は全体の4割に過ぎず，

 市町ではあるものの，幕末期でもなお純然たる農家が過

 半を占める町並であったことがわかる。
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では，店をもつ民家に注目して，その設置形式を検討

してみたい。まず，店を主屋の前面に通りに面して独立

して設ける例が1例認められた（図6－2）。

（往邊〕

十臣刊K■■『　弍　宰　鰹一■
　　“口｝彗　蝋

杭i｝
　蕎べ屯

　帖□“貧禍

六尺 篶辿
　　　む8て

図6－2店棟独立型の住居例：「忠左右衛門」家

　　　（「家別絵図」より作図）

　主屋と通りとの間に店棟を増築したのであろうか。他

の事例は，いずれも主屋前面の一部に店を設けるが，店

部分の間口幅が主屋裏手よりも広く，平面形式や屋根形

状がL字型あるいはT字型となるものが多い。L字型平

面は，主屋から角屋が張り出す形式であり，T字型平面

は主屋前面に棟違いの店棟が接続する家屋形式である。

　L字型とT字型平面の家屋は，いずれも張り出した店

部分が後の増築である可能性もある。いずれにせよ，こ

の種の家屋形式は，東日本に特有の土蔵造りの町家など

に代表される町家形式と共通する点で注目される。

　また，絵図には「家岸」という呼称が現れる。これは

一般に「雁木」と呼ばれる庇部分を示している・往来に

面して「がぎ」を設けている事例は40例あり，この内の

多くが店をもつ。つまり，店をもつタイプでは，大部分

が「がぎ」を設けていることになる。この種の差し掛け

の庇空間が市の際の市店としての機能の一端を担ってい

たのではなかろうか。さらに，絵図には「家岸取込」と

いう記載をもつ例が1件ある（図6－3）。すなわち，庇

が裏手の店空間に取り込まれとして」体となっている。

同村に現存する明治以前の遺構では，庇下部分を屋内に

取り込んだ例が多く，こうした庇下の取り込みが幕末期

にすでに一部に見いだせる。

　　　　　　　　　　冒欄丑臼■　　　　　　一1三モ1む「

　　　　　　　　　　問　　　　　　　　　寮　　　　　　　　　岸
　　　　　　　　　　　責

図6－3　「家岸取込」記祓例：「喜兵衛」家（「家別絵図」より作図）

7．市町における町家形式

　前章では幕末期の原村を取り上げ，店をもつ家屋が純

然たる農家住宅と混在して町並を構成すること，店をも

つ家屋は農家型住居の表側に店棟を接続した形態をとる

ものが多いことを明らかにした。本節では，同村の現存

遺構から住居形式をより詳しく検討したい。

　「家別絵図」の該当範囲内で伝統的な外観を残す家屋

は，現在10棟程が確認され，事前調査からいずれも近世

後期から明治初頭に遡る遺構と判断された。この内，店

をもつ住居は5棟含まれていた。そこで，家屋形式の特

徴をよく示す4例を選んで，当初形式を復原し，その後

の変遷も含めて検討する。

7．1．小泉家住宅（図7－1，写真7－1）

　敷地は，19間半の大きな間口幅をもち，主屋妻側と土

蔵が往来に面して配置されている。主屋は，茅葺寄棟で，

梁行4間・桁行11間と規模は大きい。平面を復原すると，

南側の庭より入る平入で表側に座敷を，裏手にカッテ土

間を設け，純然たる農家型の形式をとることがわかる。

この復原平面は「家別絵図」の間取り（「奥右衛門」）と

符合し，少なくとも文久年間にはすでに存在していたこ

とは確かで，19世紀前期の遺構とみなせる。

　この種の農家型住宅の場合，往来に対しては座敷の側

壁が面することとなり，外観は壁のみで閉鎖的であるこ

とが，同家住宅からも確認できる。この点は，店をもつ

住居との明確な外観の違いであり，第5節で取り上げた

信濃国稲荷山町の「乍恐以口上書奉願上侯」（幕末期）

にみられた「三四拾ケ年迄ハ表を塗家二致置侯者茂追〃

壁取沸商家二取繕諸商売専渡世仕侯」における表を「塗

家」とする農家と対応する。同史料では，その壁を取り

払って商家に改造されたことを示している。

　なお，小泉家住宅では，主屋と接続されて付属屋が通

りに面して土蔵と並んで建っている。12畳の畳敷で，表

側の問口金体が摺り揚げ戸による開口部となっていて，

明治期にはこの部屋で木綿の売買を行っていたという。

「家別絵図」では「物置一と記載されているので，当時

からあったものを明治以降，店に改造したのであろう。

7．2．井口家住宅（図7－2，写真7－2）

　敷地の間口は約5間で，主屋は梁行3間半，桁行7間

の茅葺寄棟の直屋で，敷地の北側いっぱいに寄せて建つ。

主屋前面は，通りに面して17畳半もの広い店を当初から

設けるのが特徴であり（その後，店前面にさらに庇を設

けている），座敷は主屋の裏手に配され，先の小泉家住

宅とは異なる構成をとる。この復原平面は「家別絵図」

　（「井之口」）とほぼ対応することから，幕末にはすでに

商売を行っていたことが知られる。この事例は，店をも

つ直屋形式の民家の典型例として注目される。

7．3．吉川家住宅（図7－3，写真7－3）

　間口7間半の敷地の南側に外路地を設け，主屋の現状

は，通りに面して店棟を平入に建て，その裏手に平入の

居宅部の棟をT字型に接続している。いずれも瓦葺で，

外観は，店棟の棟．1二部に居宅部の屋根上部が角のように

突き出す構成となっている。「家別絵図」の同家である

　「文市」にも同様に南に張り出す店棟が認められ，細部

は改造が多く比較は十分できないが，文久年間すでに基

本的な家屋構成は成立していたのであろう。
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　さて，このような家屋形式を復原すれば，3段階の改

造過程が判明する。すなわち，現状の建築は表・中・裏

に大別でき，中の部分が最も古く，店棟がこれに次ぎ，

裏手は近年の改築であることが知られた（そこで復原図

の裏手部分は便宜的に絵図の間取りを借用した）。

　重要なのは，店棟と裏手主屋との接続の経緯である。

すなわち，店棟と裏手主屋とは構造的に別個であり，当

初の主屋は中の部分で桁行が止まり，店部分は後の増築

であることが確認された。店棟増築以前には，往来側の

全面に奥行1間の下屋が設けられていたと推察され，店

としていた可能性もある。その後，下屋を取り除き，平

入の店棟を増築したと考えられる。店棟の表側は摺揚げ

戸である。以上のように，同家からは，店棟が表側に増

築された過程を具体的に知ることができた。

7．4　大久保尚志家住宅（図7－4，写真7－4）

　明治6年の建造である（聞き取りによる）。主屋は通

りに妻側を見せる瓦葺切妻屋根で，往来に面して南側へ

平入の店部が鍵型に突き出している。敷地の間口約14間

半で，店棟のさらに南側には門口も設けられている。主

屋の平面構成は複雑に入り組むが，その基本構成は表に

座敷廻りを配し，裏手にカッテ土間をおく農家型平面と

共通する。主屋の南前面に突き出した店部は摺揚げ戸で

全面に開口されていた。同家は，明治の例であるが，主

屋に店棟を角屋状に接続する例として注目される。

　以上，調査事例は少いが，店棟の設置状況がみな異な

り，農家型住居をも含めて，多様な家屋形式が抽出でき

た。すなわち，小泉家は，前座敷・後土間形式の茅葺主

屋で，農家型の典型例である。主屋の表側に店を当初か

ら組み込んだ事例が井口家で，茅葺農家がその形態を留

めたまま店舗化した。その意味では，小泉家は農家型の

主屋形態を留めて，店を別途付設した例でもある。一方，

主屋の表側に店棟が後補的に付加された例が吉川家であ

り，その家屋形式に沿って当初から建てられたのが大久

保家であるといえる。いずれにせよ，家屋形式の基本は

農家型住居であり，店空間を主屋に包摂することで，常

設店舗をともなった町家形式が成立した。

8．　むすび

　本稿は，東日本各地の市場集落やその町続きを取り上

げ，市場集落の空間構成を復原的に明らかにした上で，

常設店舗の成立過程に着目して，東日本に特有の町家形

式の形成過程を諸史料と遺構の両面から検討した。
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 　その結果，まず市の際の市見世は路上中央，町家前面

 （庇下など），町家内部（内見世）などに設けられ，こ

 のような市見世の営業形態には地域を越えた類型が認め

 られた。また，定（常）見世（常設店舗）の存在も17世

 紀末の史料から確認でき，少なくともこの時期，市町に

 常設店舗をもつ町家が成立していたことがわかる。しか

 しながら，在方市町では近世末期に至っても常見世は少

 数で，商業形態の主体は市見世であった・しかも，常見

 世は他村の市日には下蔀を閉じさせられるなど営業が制

 限され，商売は市場に出て行うことが定められるなど，

 市見世と同様の扱いを受けていたことも知られた。

 　18世紀後半以降，商品生産が農村部へ外延するととも

 に，町方に接続する町続きに町並みが新たに形成され，

 町家的な商業機能が農村部へと拡張される。その過程で，

 農家の壁を取り払う，農家造りに庇を差し掛ける，道端

 へ店を建て継ぐ，商売のために道際に新たに屋敷を構え

 て家作するなど，既存の農家の改造や建て増しにより常

 設店舗を備えて農家が町家化する経緯を明らにした。

 　さらに，幕末期の信濃郡原村の間取り絵図と遺構調査

 から，店をもつ家屋はL型あるいは丁型の屋根形式をも

 ち，農家型住居を基本としつつその表側に店を付加する

 ことにより成立することを実証的に示した。

 　このような市町や町続きに見いだせる近世後期の町家

 形成は，その形式が結果として土蔵造りの町家などを典

 型とする東日本に特有の町家形式と同質である点は重要

 な知見である。おそらくは，東日本型町家の成立過程は，

 本稿が描き出した近世後期における町家形成と同じ道筋

 を辿ったものと推察される。
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